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修士論文要旨
霞ケ浦近代漁業技術史
～漁業者の自然環境、社会環境に対する技術的対応～
Thehistoryof丘sherytechniqueatthelakeKASUMIGAURA
～Thetechnicaladjustmentoffishermentonaturalenvironmentandsocial
environment～
宮崎
本稿の目的は、漁業技術を通して、霞ケ浦の漁寒声が自
然環境、社会環境に対して、どのように対応してきたのか
を明らかにすることである。本稿の事例地である霞ケ浦は、
環境問題が深刻化しており、様々な自然保護活動がおこな
われている。しかし政策の現場では、周辺住民の霞ケ浦へ
の関心が高まっているとは言いがたいという指摘もされて
いる。この原因については、住民と霞ケ浦の歴史的な関わ
り一方に起因するものがあるのではないか、ということを仮
説的に考えられる。そこで本稿では、生業を通じて最も直
接的に霞ケ浦と関わってきた漁業者と霞ケ浦との関わりに
絞って分析していく。そのばあい、すでに先行研究によっ
て、漁業技術が説明変数として大きいことが知られている
ので、漁業技術の変遷にとりわけ焦点をおいた。
ところで、先行研究では、霞ケ浦の周辺住民の多くが農
業と漁業を組み合わせて生活を成り立たせていたことが指
摘されている。そのことを考える際、ふたりの民俗学者の
研究が参考となる。高桑は、能登半島の漁村において、村
落構造と漁業形態の関係についての分析を行い、漁業秩序
が農村的支配秩序の中で展開してきたことを示した（高桑、
1984）。高桑が海に住む人びとを対象として漁襟を分析して
いるのに対し、安室は、水田や用水路といった人工的な水
界にまで分析対象を広げ、稲作との組み合わせの中で水田
漁捗を分析し、その意義を見出した（安室、1997）。この中
で安室は、生業を組み合わせの中で考える「生業複合」を
分析テ云‾ことゐ重要畦を麺由しそ示。本稿でも七ゐ「産
業複合」という分析視角を導入している。
そこで、本稿では具体的には、漁業者と霞ケ浦の関わり
を霞ケ浦における農業と漁業を複合させた生活がいかにし
て成り立ってきたのかという視点から、漁業技術に注目し、
分析していく。その手順としては、自然環境への技術的対
応、社会環境への技術的対応を分析する。そしてそれらの
環境の変化の中での霞ケ浦と漁業者の関わりの変化につい
て考察する。
まずは、自然環境に対する技術的対応についてである。
霞ケ浦漁業の特徴は、他の湖に比し、極めて多種の漁業技
術が存在することが分かった。これには、霞ケ浦の自然環
境の特徴である湖底が浅く、魚種の種類が豊富なことが起
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因していると想定される。では、いかにしてこれらの多種
の漁法が運用されていたのだろうか。大きくは、次の2点
が考えられる。第1点目は、漁業者と魚との間のいわば「駆
け引き」がある。すなわち漁業者は、自然条件の制約を受
けながらも、目的とする魚種の生態や行動を推し量りなが
ら漁業技術を造り上げてきた。その結果、各漁業技術が個
別に漁場の自然環境や漁期の異なる形で発達した。そのた
めに漁場の棲み分けが生じたJ第2点日は、漁業者間の漁
場の利用における明瞭なローカル・ルールの存在である。
たとえば定置式の漁具では、その設置に秩序があり、漁法
によっては漁獲量の差をなくす工夫が行われていた。一方
沖の漁法では、集落間の配慮も存在した。
社会環境への技術的対応については、特定の集落内の漁
師の生業暦に注目してインテンシブな調査・分析を行った。
その結果、漁師は農地の大きさや漁業の規模といった自ら
の生活条件に合わせた漁業技術を選択し、農業と漁業を組
み合わせて生活を成り立たせていた複雑な構成を持つ事実
を類型的に示せた。さらに霞ケ浦には、住民が新規で始め
ることが容易である、低コストで他の漁師に受け入れられ
やすい漁具が存在していた事実も見逃せない。他方、生業
複合の視点から集団で行う漁法を見たとき、その漁法が高
齢者や農地が少ない漁業者、さらには漁業権を持たない漁
業者の生活を保障する側面を持っていた。以上のように、
霞ケ浦においては、集落内に複数の生業複合の型が存在し、
人々はその型を相互に補完しあうことで、それぞれの異な
る属性をもつ生活を安定させていたのである。
しかし自然環境、社会環境の変化と共にこのような生活
は、大きく変化した。とくに社会環境の変化は、漁業技術
に対し生産性の向上をもたらした一方で、漁業技術の種類
を減少させることになった。その結果、霞ケ浦の重層的な
漁場利用は、限られた近代的漁法による単一化した空間利
用に変化した。さらに農業と漁業を組み合わせて生活して
いた漁業者の中には、漁業の規模を拡大する人がいた一方
で、大半の漁師は漁業を行わなくなった。このようにして、
周辺住民の生業を通しての霞ケ浦との関わりが減少した。
そしてこのことが、周辺住民の霞ケ浦に対する関心の低さ
の一因になっていると考えられるのである。
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